
2月

3月

04日
06日
08日
09日
10日
11日
12日
13日
15日
16日
17日
18日
19日
20日
21日
29日
30日

出初め式、あらきと市政をつくる会

原発国民投票打ち合わせ

校区新年会

みどり福岡運営委員会

放射能市民測定室打ち合わせ

早良区新春の集い、福岡市法制研修報告会

郡山市へ原発事故調査

新潟県へ原子力安全協定調査

「第4の革命」上映会・郡山市議報告会を開催

こども病院住民訴訟

博多湾会議打ち合わせ

こども病院住民訴訟打ち合わせ

フクオカ住民投票の会打ち合わせ

プルサーマル裁判、放射能市民測定室打ち合わせ

（～28日）ドイツ視察（原発関連施設）

市政報告会を開催

虹とみどり政策研究会実行委員会打ち合わせ

01日
02日
04日
07日
09日
10日
11日
13日
16日
18日
19日
20日
23日
25日
26日
29日

みどり福岡運営委員会、こども病院住民訴訟打ち合わせ

あらきと市政をつくる会

「日本に緑の党を作ろう」九州地区ミーティング

都市計画審議会

国土問題研究会訪問

交通対策特別委員会、放射能市民測定室打ち合わせ

（～12日）みどりの未来総会（東京）

文化・スポーツ振興推進協議会

博多湾会議打ち合わせ

原発国民投票学習会を開催

五ヶ山ダム問題学習会で講演

（～24日）2月議会

有明海再生シンポ会議、新空港ストップ会議

緑の党設立準備委員会スカイプ会議

こども病院問題学習会で講演

みどり福岡運営委員会

02日
03日
05日
08日
11日
15日
16日
17日
18日
19日
22日
24日
25日
28日
29日
31日

明日が消える（福島原発）上映会に参加

放射能市民測定室打ち合わせ

（～25日）定例3月議会

フクオカ住民投票の会学習会

さよなら原発！3・11福岡集会に参加

がれき問題について福岡県へ申し入れ

放射能市民測定室打ち合わせ

がれき問題学習会

みどり福岡運営委員会

「いのちの闘争」上映会に参加

博多湾会議打ち合わせ

みどり福岡総会

あらきと市政をつくる会総会

都市計画審議会

新福岡空港ストップ連絡会打ち合わせ

放射能市民測定室打ち合わせ、原発国民投票打ち合わせ

1月
活動記録

議員報酬50%
の使途を公開します。

2011年の

　議員が市民の皆さんからいただく収入には3種類あります。「議

員報酬」「政務調査費」「費用弁償」です。「議員報酬」は会社からい

ただく給与みたいなものです。ある意味、議員が何に使ってもい

い収入です。「政務調査費」は政務調査活動のためのお金で、領収

書の提出が必要です。使途がおかしいと問題になることも多く、

使途をしっかりする必要はありますが、私はまっとうな議員活動

をするためには必要なお金だと考えています。最後の「費用弁償」

ですが、これも「議員報酬」と同じく、自由に使ってもいいお金で

はありますが、議員が議会に出席するだけでいただけるという不

思議なお金で、不要だと考えます。この費用弁償の受け取りにつ

いて、全国の仲間の議員の間では拒否することが少なくありませ

ん。しかし公職選挙法上ややこしい問題があり、単純に受け取り

を拒否することができず、「供託する」という形で拒否することが

一般的です。

　さて私は昨年の選挙で「議員報酬削減」を訴えましたが、力及ば

ず、まだ実現していません。この50％を供託する方法も考えまし

たが、私は50％の使途をまず公開することで、「議員とお金」につ

いて皆さんと一緒に考えていきたいと思っています。この問題に

取り組むためには、大きな世論が必要です。ぜひご意見をお寄せ

ください。（政務調査費については号を改めて、ご説明します。）

●「50％」とみなす収入は、「議員報酬　9,413,212円」（2011年5

月2日～12月31日、以下同じ）と「費用弁償　87,000円」を足して、

「国民健康保険　21，6000円」「国民年金　120,160円」を差し引

いたものの半分として計算。「4,582,026円」となります。

●この「50％」に相当する支出の内訳ですが、「被災地支援関係　

813,416円」（いわき放射能市民測定室への支援、被災地家族の保

養受け入れ支援など）、「こども病院関係活動費　324,250円」（裁

判費用など）、「脱原発関係活動費　2,182,887円」（安全協定締結

を求めた住民投票条例制定直接請求、原発国民投票など）、「人件

費　650,000円」（9月～12月給与）で、「合計　3,970,553円」でし

た。※政務調査費の支出は含んでいません。

●「残高　611,473円」については2012年に繰り越して、放射能

市民測定室・九州）設立準備にあてました。


